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１、まえがき 

半導体集積回路(LSI)は、現在、さま
ざまな機器に組み込まれていて、私た

ちの生活に欠かすことのできないもの

になっている。この LSIも年々微細化、
高性能化されている。 
 

２、研究の目的 
CADツールを用いて、実際に１６ビ
ット加算器を設計、試作し、動作速度

と面積を評価することが、この研究の

目的である。 
 

３、研究方法 
・ アルゴリズムを決定し、回路を設計

する。 
・ シミュレーションにより回路検討

を行う。 
・ 設計した回路をもとに、レイアウト

を設計する。 
・ レイアウトが設計規則や回路に違

反していないかどうかチェックす

る。 
・ 設計データを VDECに提出する。 
 

４、実験と考察 
採用したアルゴリズムは桁上げ先見

加算回路（Carry Lookahead Adder , 
CLA）にした。遅延時間を短くするた
め、回路構成を工夫し、シミュレーシ 

 
ョンを繰り返した。同じアルゴリズム

を用いても、回路構成によって、性能

が大きく変化することがわかった。 
 

５、反省点、感想 
・ レイアウト設計では、初めのうちは

無計画に設計してしまい、効率が悪

くなってしまった。 
・ また、動作速度を向上させるのか、

面積を小さくするのかがあいまい

になってしまいどちらも中途半端

になってしまった。 
・ 実際にものを作るという体験をし

て、おもしろかった。 
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